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北海道幸内鉱由および大滝鉱山褐鉄鉱鉱床調査報告
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On　the　Limo皿ite　Deposits　ofK6nai『＆Otaki　Mline，Usu．gun，、Hokkaidδ

By’

MasaoSait6＆AkiraIgarashi

Abstract

　　1）　K：6nai　Mine

　　The　Kδnai　mine　is　located　at　S6betsu－mura，Usu・gun，1．5km　south　from　Bankei

Station　of　Iburi　Line，and　the　production　of　the　cnlde　ore　reaches100，000tons．

　　Limohite　ore　consisting　of　several　ore．bodies　in且at　ground　is　deposit6（1！》y　the¢he聯

mical　precipitation　of　mineral　spring．Iron，content　of　the　massive　ore　shows・50td53％，

but46to48％at　the　powder6re．

　　2）Otaki：Mine
　　The　O㌻3kl　mine　is　located　at　Otakトmura（formerly　Tokus五unbetsu－mura），U5t卜gun，

5．5km　east　from　Shin・Otaki　Station，Iburi　Line．

　　The1圭monite　deposit　of　this　mine　consists　of　only　one　ore　body、developed　in　low

ground・　This　body　extend　over70m　in　Iength　with　thichnes＄of　l　to7m，but　majority　of　the

ore　were　already　mined　out．High　grade　ores　contain54to57翅Fe，showing50to52％

FeOnanaVerageミ

　　　　　　　　　要　　約

，1．牽内鉱山
　（1）．本鉱山は北海道有珠郡壮轡村にあって，胆振線’
ばんげい

幡渓駅の南1．5km附近に位置している。昭和17年に日

本鉄鉱開発株式会社の所有となってから本格的に稼行さ

れ，すでに10万tを超える出鉱実績を挙げている。

　（2）附近の地質は主として火山砕屑岩からなり，基

盤をなす新第三紀層は緑色凝灰岩・安山岩質集塊岩・石

英粗面岩および同質凝灰岩・頁岩等からなり，その後に

火山岩類の崩壊押し出し堆積と火山灰砂あるいは段丘砂

礫層が平坦丘陵地を形成している。

　（3）．褐鉄鉱鉱床は大体丘陵地内の旧湿地あるいは河

川沿いに介在する層状鉱床で，第1～第7鉱床および新

鉱床の8鉱床と第1坑・第2坑を含む主要鉱床がある。

　（4）鉱石は褐色縞状～塊状のものと，黄色粉状のも，

のとに大励されう。塊状鉱を主体とする各鉱床の延長は

60～120m・幅呂0～60m・厚さ1～4mく謄に10血以

上）で，粉状鉱の場合の面積は塊状鉱のそれに数10倍す

るが，厚さは10．5～2mである。

　（5）　露天掘跡から第1坑，第2坑に掘下った鉱床は

100m以上走向薙長を示し，その傾斜延長は30mを超え

ており，その際傾斜角度は40～50σである。

＊北海道支所

　（6）鉱床は調査当時もその名残のみられる含鉄鉱泉

の沈澱交代作用によって生成，されていた。

　（7）最近の送鉱品位はFe50～53％，黄色粉状鉱

ではFe46～48％であり，後者は調査当時鉄鉱としてよ．

りは，紅がらの原料として認められるようになった。

　（8）　今後は第2坑引立からさらに西部の鉱況を確か

めるための物理探鉱および第2坑体下部，新鉱床南部，

第5坑南部等に対して積極的な探査が望奪しい。

　II・大滝鉱山
　（1）本鉱山は有珠郡大滝村（旧徳舜轡村）にあつP

‘て，胆振線新大滝駅の東方直距5．5km附近に位置し，

昭和19年から稼行され，すでに如万tに近い出鉱をみて

1いる。

　（2）P鉱山附近は海抜600m前後の丘陵地帯であり，

その地質は安山岩・同質集塊岩あるいは岩屑からなり，

これらを覆って火山砂・浮石の薄層がある。

　（3）褐鉄鉱鉱床は湿地および河谷沿いに胚胎する層

状鉱床で，その延長70m余1幅10～50m，厚さ工～7m
であるが，測量当蒔その過半が採掘済となっていた6鉱

床はおそらく幸内鉱山に同じく含鉄鉱泉によって生成さ

れたものであろう。

　（4）鉱石は概して暗褐色塊状鉱であるが，聖ときに黄

色粉状鉱の薄層を挟むことがある。’
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・地質調査所月報（第’7』巻第10号）

　（5）上鉱の品位はFe54～57％，中鉱は50％前後で

あり，測定当時の採鉱切羽においては50～52％であった。

　（6），残鉱として期待できるのは切羽附近の下部と東

側上段および坑内掘附近であるが，推定鉱量に関する限

りでは将来性はあまり望めない。

．緒　　言

　北海道胆振国胆振線沿線地域は道内における褐鉄鉱の

主要産地として古くから知られ，脇方（倶知安），徳舜瞥

鉱山等はその代表的なものである。今回筆者らはこの胆

振線に沿う幸内鉱山および大滝鉱山を調査する機会を得

た。調査期間は昭和27年7一月の20日間で，その前半を大

滝鉱山，．後半を幸内鉱山にあてた。

『本調査には当時北海道支所窪木時雨郎および桂島茂が

加わって地表5，000分の1，坑内500分の1の精度によ

り測量がなされ，また採取試料の分析には同pく、伊藤

聴，狛武があたつた。

鉱区番号：

館　，種：

鉱業権者：

1．牽内鉱山

1．鉱　　区

胆振国採登第98号

鉄

東京都中央区宝町3の1

日本鉄鉱開発株式会社

2．位置および交逼

＼

ではあるが小規模に稼行されていた。その後八田鉱山の

手でかなり採掘され，昭和焦年に至って現権者の所有と

なり，同18年から採鉱に着手レて終戦を迎えた。これまで

は主として第！～第4鉱床を対象として10万tに近い出

，鉱をみており，その後昭和21年以降第5鉱床・第6鉱

床・第7鉱床を加え，さらに第1坑・第2坑・第3坑・

第5坑等の坑道掘進によって相当の鉱石が出されてい

る。なお最近の出鉱状況を示すとお∫よそ下表の通りで

ある。『

鉱床1翻

第1鉱床

第2〃
第3　グ、

第4〃
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備　　考

　本鉱山は北海道胆振国有珠郡壮瞥村字幡渓にあり，胆

振線幡渓駅の南方直距1．5km附近の海抜200～400m
の丘陵地帯に位置する。調査当時は現場一蜻渓駅間の鉱

皇
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　　　第1図　　位置図

石その他の輸送は索道によつているが，別に古くから使

用されていたトラック道路がある。

3．沿革および現況

本鉱山の開発はすでに大正の初期に始められ，．断続的

八田鉱山：戦時中
　の残鉱

八田鉱山以前（昭
和13，14年頃）の
残鉱

昭和19年頃

八田鉱山：戦時中
に数千t，最近は．
紅がら用一

第6鉱床の採掘後

　調査当時在籍労務者70名と請負50名とにより，主とレ

て第1坑・第2坑・第3坑し第5坑の坑内探鉱あるいは

採鉱に従事し，そのほかに第5鉱床と第6鉱床の残鉱の

採掘が行われ，第4鉱床の粉鉱は紅がらの原料として利1

用され，山元に乾燥設備が施設されていた。

　　　　　　4．地形および地質

　本地域の東方はるかにオロフレ山（1，230．8m）を含む・’

ほ父南北に走る山陵があり，また北西方には白水川その・

他の河川を集珍て，長流川が南西に流れて好・る。鉱床は

白水川の下流南岸地域に胚胎し，附近は海抜250～35σ

mの平坦地帯である。こ》から南東方の山稜地帯におい・

ては，河谷の侵蝕がはなはだしく，いわゆる壮年期の地

貌を呈している。

　附近の地質は基盤に緑色凝灰岩・石英粗面岩質凝灰岩

を主とする新第三紀層が発達し，さらに石英粗面岩の贋

出があり・，これらを被覆してオロフレ火山の所産と思わ

れる安山岩質集塊岩を伴なった両輝石安山岩熔岩が広範

囲に分布している。その後火山岩類の崩壊押し出し状堆．

積層が平坦地を形成、している。この醤かの麻と庖ど全地

域にわたっ宅火山灰砂および浮石が工0～50cmの厚さで覆

っている（第2図）。
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　　　　　　　　　　　　　　第2図

　新第三紀層は主として淡緑～濃緑の安山岩質角礫凝灰

．岩および同質凝灰岩ならびに石英粗面岩質擬灰岩および

伺質角礫凝灰岩等からなワ・しばしば暗灰色頁岩あるい

，は泥岩を爽在している。本層の露出は白水川に沿つて広

くみられ，また謝査当時の稼行坑道内でもかなりの広範

梱に観察することができる♀そΦ層理はほとんど水平に

、近く，走向，傾斜の測定に困難な場合が多いが，概して

NW－S　E性の走向を示し，きわめて緩い波状摺曲をな

しているようである。

　石英粗面岩は区域の南西および南東・北東の各部の沢

坤にかなり広く分布しており，また第2坑および第3坑

†

1、

諺〃馨難質騨（響
〉　　囮両翫安山岩一
　　　　吻掲鍛鉱鉱床（粉鉱）

⑳　褐鉄鉱鉱床（塊鈎

x　褐鉄鉱露頭
1～7　鉱　床　名

○　 ボ丁リング施行箇所

¢　　鉱　　　泉

幸内鉱F山附近地形およ，び地質図

の坑内においても各所にみられる（第3図）。本岩は肉

眼的には褐色を帯びた白色・緻密な石基および多くの石

英の斑晶からなる岩石で，鏡下では融蝕を受けたり，破

砕されたりした石英のほかに斜長石斑晶の多いこともあ

り，またときには多色性を有する角閃石がみられる。石

基はビトロフィリックもしくはガラス質でしばしぱ流状

構造を有している。概して硫化鉄鉱の鉱染が発達し，炭

酸塩化あるいは絹雲母化の著しいことがある。

　両輝石安山岩は熔岩流として柱状または板状節理を有

するものと集塊岩をなすものとがあつて，石英粗面岩を

含む新第三紀層を被覆している。こ硯岩石は暗灰色緻密
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第3図　坑内地質鉱床図

で，鏡下では斜長石を主とし，単斜輝石および僅少の斜

方輝石の斑晶がみられる。石基は概レてガテス・微柱状

斜長石・輝石・緑泥石・磁鉄鉱等からなっており，ガラ
ー
ス
質 の一部に流状構造を有することがある。

5，鉱’床

5．1，概論

本地域の褐鉄鉱鉱床はかなり広い区域にわたって数多

の鉱床群をなし，散在する。主として洪積期の平坦地帯

あるいは河川沿い，湿地帯に分布する沈澱性の層状鉱床i

で，大別して黄色粉状のものと，褐色縞状ないし塊状の

ものとの2種類がある。いずれも下盤には安山岩礫を多

少含んだ粘土帯が多く，・また上部は砂礫・浮石および腐

植土等により被覆されている。

　鉱体は水平に近い緩傾斜をなすものが多いがゴと．きに．

は既存の地形に支配されて，40～50。の傾斜角度をもつ

場合がある。鉱床の表面はほ重堆積当時の地形を維持し・，

1
，

ている魁ときには僅かに流水作用による浸蝕が行われ，
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ていたり，あるいは流水に運ぱれた砂礫に覆われている

ことがある。

　鉱床は便宜上8つに分けて，第1～第7鉱床および新

鉱床と名づけ，それらの大半が露天掘りrの対象となつて

いるカ1，こ：のほかに第1坑・第2坑による坑内掘りされ

た鉱床がある。同一鉱床内で黄色粉状鉱と褐色塊状鉱の

共存するごとは少ないし，またそれぞれかなり複雑な累

積状態をとつているが，概して粉状鉱が上部に，塊状鉱、

が下部にくるようである。

　鉱床は（第2図），ほ父2km2の地域内に分布レてい

る。区域の東部に調査当時も湧出しつ》ある鉱泉があ

り，鉱床は主としてこれらの鉱泉による沈澱交代作用に

よつて生成されたものであろう。しかし必ずしも1ヵ所

の湧出によるものではなく，調査当時休止しており，こ

れの上流にいくつかの鉱泉が存在したことが想像でき

る。

　粉状鉱は0．5～2mの厚さを示すが，’第1鉱床を含む

きわめて広範囲の分布を示しており，塊状鉱ではその厚

さ2～3m登普通とし，既採掘部では7m以上，ときに

10mを超える部分もあつた。

　5．2鉱床各読

　第1鉱床
　調査区域の最南東部に位置し，本鉱山最古の稼行鉱床

で，ほ女100×50mの平坦面積を占めるが，調査当時は

その大半が採掘し尽されていた。鉱床の厚さは．0．5’一

2．5mであって，鉱石は柔軟な黄褐色の粉状鉱に近い外

観を示し，しばしば縞模様を示し（いる。この縞模様を

なす部分に榛の木・柳・笹等の植物の印痕がかなり含ま

れ，また概して鉱体　部に優良部が多く，上部近くでは

しぱしば黒色粘土を挟んでいて貧鉱となる。鉱床の下盤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　モには粘土帯があつて，火山岩屑に接している。上盤表土’

はおΣよそ1～2mの厚さを示し，安山岩塊もしくは浮：

石層からなる。鉱石の平均品位はFe45～50％程度で，

調査当時までに数千tの鉱石が出鉱零れていた。本鉱床．

　　　　　　　　　　　　モの生成時期は他鉱床に較べて早期のものと推定される。’

　第2鉱床
　第1鉱床の西方250m附近にあっ1て，本鉱山露天掘中

最も多くの出鉱をみている。鉱床は沢沿いにほ父120血

×40mの面積を占め，その下部には厚さ1～・1．5mの黄

褐色粉状鉱が胚胎する。上部には砂礫層および粘土状

部を挟んでいる褐色塊状鉱が胚胎し，厚い所ば7～10m

に達している（第4図）。　このうち，塊状錺はほとんど一

採掘済となり，南側数ヵ所の採鉱坑道附近においては鉱

体の厚さは薄く，表土が厚くなり，品位も低下する。『下

盤には粘土を挟んで火山岩屑に接し，上盤表土は厚さ1

～4mで，安山岩塊を』かなり含んでいる。鉱石の平均品

　　　　　＼　　　　A5
　　　　　，櫓　m第3鎌．

ジ曳m　』～

．撃、

　　　　　ヤ　　　　　ヘ　　ぬ　　ノ
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　　　　　　　　　　　　Ciom　比　　高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご）．52m
　D　　　田m　　　　　　　　　　、養
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　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
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〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

C－D

第4図　第2・第3・新鉱床鉱床図

位は塊状鉱ではFe50～53％であるが，下部の粉鉱部で

は45％以下に落ちている。

　第3鉱床
　第2鉱床の北北西200mの火薬庫附近に胚胎し，南

東一北西に緩傾斜する細長い黄褐色粉状ないしや》塊状

の小鉱体であって（第4図参照），その大半が稼行され

ていた。臼

　露頭面の延長はほま60m，幅8mで，厚さは中央部で

1．5～2m，平均hn前後である。鉱石の品位は下部寄

りのや＼塊状部に諮いてはFe50～55％程度，上部硲黄

色の強い粉状部においては45％前後となっている。鉱床

の下盤は砂礫層であって，その境界附近は粘土化する。

　第4鉱床
　本地域の中央平坦地帯に膨大な面積を占めており粉1

状鉱を主体として，その延長は比較的優良部でも南東一

北西に400m，北東一南西550mに達する。鉱床中には

しばしぱ粘土・火山灰等の爽在もみられるが，お、よそ

の厚さは1～2mである。そ争下部寄りは褐色に近く中

央部から上部にかけては黄色強く粘土状部をまじえた粉

状鉱で，局部的には品位もFe40％程度に下ることがあ

る。た父し調査当時紅がらの原鉱として乾燥実験中であ、

つたが，だいたい使用可能なことが認められたので，そ
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の鉱量とにらみ合わせて有望である。鉱床の下盤は砂礫

層で，多少粘土化し，上盤には火山灰砂および浮石がき

ており，表土として1～2mのことが多い。

　第5鉱床
　地域の最北西端にあって，第4鉱床の北に位置し，70

m×50mの平坦に近い不規則鉱体で，厚さは0？5～3m

程度である。概して下部は黄色鉱あしくは黄色粘土を爽

在する褐魚鉱，上部は層状を呈する黄色鉱で，品位は

Fe50～55％程度である。鉱床の下盤は赤色～黄色の粘

　　　　　、

　　　　　　　　　“

麟
、

　　　お　　E薦、’
　　　“　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　som

レグr撃・A雛爆
、ノ

塾華彗蕪塗三＼・幾

　L　一一一『’一弟3坑　一一』一’｝’一

第5図　第5坑道掘鉱床図

土化が著しく，安山岩礫を伴ない，上盤表土は安山岩

、塊・火山砂・凝灰岩等からなっていて7～8mに達する

こともまれではない。したがって最近では坑道掘進をな

し，調査当時は第5坑を主坑道としていた。鉱体は南西

に緩傾斜する傾向にある。・

　第6鉱床
、本地域の最南部に南たり，第2鉱床の南南西500m附

近鱒位置している。鉱床は南北に80m，東西に30m程度

の水平に近い拡がりを有し，’最下部には厚さ50cm前後の

黄色粉状鉱があり，その上に黒色粘土の薄層を隔てて厚

さ0．6～L7mの暗褐色縞状ないし塊状鉱が胚胎する61

下盤は灰色～白色粘土からなり，上盤には灰色～黒色粘

土あるいは汚染された青色火山砂があって， さらに来山

岩屑が厚く被覆し，最上部に，しばレば30cm位の浮石層

がみられる・なお塊状鉱の上下に存する黒色粘土中ある

　いは下盤の白色粘土中には大小の樹枝がそのま》に含ま

　れることが多い。鉱石の過半は採掘済となり，調査当時

．唱には南部の残鉱を整理しているが，多くの残鉱を望めな

　い。品位はFe50～54％程度である。

　　第7鉱床

　　第6鉱床の南に沢を隔てて隣接し，延長僅かに20mあ

　まりの坑道により鉱体を確認し』ている程度で，’まだそのト

　大きさは明らかでない。本鉱床は比較的広範囲に拡がっ

　ている湿地帯の下部に胚胎する。鉱石は1m前後で，板

　状鉱を主体とするもので，ときにすぎな・笹等の印痕が

　認められる。上盤の黒色粘土中に樹幹を含み赤色砂・火

・山岩屑・浮石等の各層により覆われていることは第6鉱

　床に似ている。

　　新鉱床
　　第2鉱床の北西に隣接した調査当時の主要稼行現場に

　分布し，北から南に向かってほ璽50甲×60mの斜面に堅

　胎する（第4図参照）。『鉱体の厚さは！～3mで赤色～

　黄色粘土の薄層を挟むが，鉱石の品位はきわめて優良で

第2鉱床

ノ0〃

超0

疋50

’50

’oo

b

♂B。

α

第4鉱床

　　ω5　　005

　　0／6　　004

　　0／4酵

　　0／5
　　0’2
　　00θ

060

0／5

第6鉱床

G　　　∠50

匡ヨ表士髄土

圃岩塊
目粘士
國鵬～岩屑

囮浮お
□火山砂嫉

囮鉱化作蹴則郡

0，25

845

欝

020

えoo

420

＝G二

Bd

B

新鉱床

グ40　－

411　i

lll

022

ク29

α08

αノ6
¢6ワ

　　　　　謝
翅下鉱
麗慰鉱
匡ヨ鰍鉱060

醗麹粉鉱

囮苔類賑

圓樹奪

　　　　第6図　 地賓柱月犬図
柱状図．左の数字は雇厚（m）を示す。柱状図内の大丈

字は主となる色を表わし，小丈字は帯色を表わす。

G二茨色　・『Y：黄色　　B：褐色　　R：赤色

S：　青色　　K：　黒色　　d：　曙　　　p：　淡

　柱状図右の小字は粒度を表わす。　　　　型

C＝粗粒　m：中粒　F：細粒
（凡例は第9図と共通）

R
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Fe、57～59％のものが多い。概して下部は千板縞模様を

示し，』上部附近に蘇苔類の印痕が著しくみられる（第6

図参照）。　下盤は赤色ないし灰色粘土からなりさらに青

色凝灰質粘王がきており，上盤には火山灰砂礫があつ

て，その厚さは2～3．5m，ときに5mに達することが

ある。なお最上部を30～’50cmの浮石層が覆っセいる。・

　5、3　探鉱および探掘坑道

　おもなものに第1坑第2坑，第3坑および第5坑が

ある。このうち第1坑と第2坑は同一鉱体の関係坑道で

、あって，おのおののレベル差はほ璽10mで連絡してお

り，その傾斜角度は40～500であるる第3坑は本鉱体の

下部に向け探鉱中のものであり，また第5坑も第51鉱床

の南部にあって，同じく本鉱体向け掘進中である。

　第1坑め開坑は，上部の露天掘跡がお、よそ10mの深

さに達して採掘不可能の状態になっていたので，昭和25

年11月ふら始めたものである。そめ坑道延長200mを超

え，鉱床も150mに達しているものと推定されるが，そ

の過半が採掘し尽され，第2坑が開坑された。これに第・

1～第2中段を設けてその大部を採掘し，調査当時にお

』いてはその延長250mを超える第2坑道地並の鉱体西部

・の探鉱に重きをおき，またこの下部鉱況を見究めるため

・に第3坑の掘進されてほとんど鉱体に近いと思われると

ころまで進んでいると推定される。た曵しこの附近にな

ると鉱床もきわめて不規則となり，断層の響影も見逃せ

ない。それまではかなり鉱体が纒まっていて，鉱体の厚

さは2～8mであり，45～50Qの傾斜で下部に向かつて・

いる。第2坑道地並において確かめられる地質に関して

億第2図’に表わしたが，新第三紀層を構成する緑色凝灰

岩・黒色頁岩のほかに石英粗面岩および同質凝灰岩の発

達が著しく，褐鉄鉱の一部には石英粗面岩中の鉱染状の

硫化鉄鉱を交代したものがある。

　第1坑，第2坑を通じ鉱床主要部の延長は北西西一南

凍東であるが，西側延長は急に北北西に変じ，同時に鉱

体は不規則となり，その傾斜もし一くは厚さはきわめて変

化に富むようになる。

　第3坑の開坑は昭和26年であって，調査当時本坑道は

・北から南南西へ200mに近く延びている。坑内の地質を

第2図に表わしたが，坑口に近い部分においては押出レ

的な安山岩礫が多いが，漸次右英粗面岩質凝灰岩を主と

する緑色凝灰岩・頁岩層となる。引立附近においては石

英粗面岩を交代して褐鉄鉱化しており・また硫化鉄鉱の

鉱染が広く認められ，ときには石英粗面岩質凝灰岩は白

、色陶土化する。　　　・♪　　　　　　！

6．鉱石および鉱床生成

鉱床には大別して埋状鉱石と粉状鉱石からなることは

既述の通りであるが，しばしば粉状鉱中にも塊状鉱が伴

なわれる。塊状鉱では縞状をなすものをも含め，概して

暗褐色あるいは褐色を主として帯緑褐色・赤褐色・黄褐色

を呈し，箇所によって蘇苔類の印痕を留めることが多
　　　　　はんく，ときには榛の木「・柳・笹等の印痕がみられる。比較

的均質で堅硬のものが多いが，局部的には岩塊や火山灰

を含んだ所があったり，多孔質あるいは脆弱の所も見受

けられる。

　粉状鉱は一般に黄色を呈し，そのほかに褐黄色・赤黄

色を呈するものがあう璽概して均質で孔隙が少なく，し

かも脆弱あるいは軟土状のものが多い。またしばしば火

山灰砂をかなり含んでいる。

　鉱床の生成は河辺・沼湿地・低夷地などにおける湧出

鉱泉の沈積によるもので交代作用が伴なっている。した

’
が って下盤側には沈積環境に応じて砂礫岩塊を混えた粘

土および直接基盤に接する場合がみぢれ，，これらに水酸

化鉄の浸潤したものもかなりある・また沈積時において

流出した砂礫および当時の火中活動による氷山灰砂・浮、

石を混ずるかあるいはこれらをほとんど交代し尽してい

る場合がある。

　調査当時に第1鉱床の下手に湧出している含鉄鉱泉か

らたまちに水酸化鉄を沈澱しっっあるごとからみて，鉱

泉の濃度および酸性度が比較的低いと考えられる。これ

は本地区の鉱石が概して均質であることかちもうなづけ

るが，またときに縞状をなすものや植物印痕の見受けら

れるのは湧出後の化学作用をも認めねぱならない。

7．品位および鉱量

　鉱石品位にっいてはすでに各鉱床ごとにその概要を記

したが，お》よそ堅硬質塊状鉱がもっとも優良でFe53

～59％，葉片印痕を含む部分の柔軟鉱では：Fe50％前

後，粉状鉱ではFe40～54％となっている。Sio2は粉

状鉱以外では数％以下で大体Feに反比例して減じ・S

は0．5％以下，Pは0．1％に満たないようで，これら不

純物の鉱石に与える影響は問題とするに足らない。採取

試料による分析結果は次め通りである。

　最近までの出鉱検収品位はFe50～54％で，粉状鉱で

は46～郵％であり，上記採取試料による分析品位より下

回っているものも多いが，これは鉱床中に混在する不純

物の挟みとか採銘時における岩石質物の混入等が影響レ　■

ている。

　すでに各鉱床とも相当程度に採掘され，合わせて10万

tを超える出鉱をみており，今後に残された有望鉱床と

しては新鉱床の南部，第2坑の西部およびその下部，さ

らに第5鉱床の南部である。これらの鉱床ほ探鉱次第で

かなり大きな鉱量が期待できる。第4鉱床の鉱石も紅が．
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試料番号 試料採取箇所

’Ar　新　鉱　床
A2　　　　グ
A3　　　　グ
A4　　〃　探鉱坑道

A5　第3鉱床
A6　第2鉱床
A7　　　　ヶ

A8・第1鉱、床
A9　第6鉱床
A10　第7鉱床
A11　第4鉱床
A12　　　　〃一

A13一、P第1坑上露頭

A14　第　2　坑
A15．　　　〃
A16　第5坑引立
A17　　　　ゲ
A18　第2坑引立

鉱石種類
Fe
（％）．

苔　縞　鉱
千枚縞鉱1
塊　状　鉱・

　　〃
塊状軟鉱
黄褐色粉状鉱

塊　状　鉱
葉片質黄色軟鉢

・塊　状　鉱

千枚縞鉱
黄褐色粉状鉱

黄色粉状鉱
塊　状　鉱

　　グ
　　ゲ
黄色層状鉱
福色層状鉱
塊　状　鉱

57．87

58．68

58．07

57．56

56．44

54．20

53．18

49．72

54．00

56．24

53．79

39．94

57．87

56．24

55．42

53．39

57．66

56．85

Sio2
（％）

2．19

0．71－

2．25

2．35

1．06

2．15

13．90

3．28

2．69

1．31

3．01

16．40

3．87

1．56

1．63
，5．40

3．77

4．70

S
（％）

0．354

0．275

0。135

、

P
（％）

0．051

0．061

0．C61
、

　　　　　　　　　　　　（伊　藤　　　聰。狛　武分　析）
備考毫鉱石種類はみかけの状態を表わした。とくに色を記さない場合は大体暗褐色に近いものである。

ら用とし亡の性質が判然とすればその鉱量（推定可採鉱

量30万t）の点からいつても最も有望な鉱床となりうる・

であろう。その他の鉱床はせいぜい残鉱を整理するにと

§まる位ぜさほどの望みはもてない。

・8．結　言

　本鉱山Φ褐鉄鉱鉱床は広範囲に数多の露出を示し，し

かもその大部分が優良鉱床として採掘されてきた。かづ

最近までは他鉱山のこの種鉱床と同じく剥土による露天

掘りをなしていたが採掘上の行き詰りを生じ，調査当時』

第1坑から第2坑への坑内掘りを主としており第3坑の

探鉱および第5坑の採掘坑道があり，そのほかに新鉱床

の採鉱および探鉱にカを注いでいる。一

　第4鉱床の粉鉱に関して獄その後着色剤として生産出

荷されているが1その需要を満たしきれないとのことで

あるので鉱量および僚格と，にらみ合わせて最も将来に期

待がもてる。

　第3坑中段および第5坑において第2坑の鉱床が第5

鉱床に連絡することが確かめられたが鉱石の性質および

その方向性から推してこれらが新鉱床とも一連のもので

、はないかと考えられる。すなわちこれらの鉱床が占める

部分に相当する南西に拡がる一大低夷地帯もしくは沼．

地帯（第2図参照）があつてまず鉱泉湧出による東北縁

塊状鉱の生成がみられ，次いで火山岩塊等の押し出し堆

積があつて，その後に第4鉱床としてみられるほとんど

．低地帯全体に拡がる粉状鉱の生成となった。

今後本鉱山の開発のためには次のよう、な探鉱方針をと

　　　　　　　　　1　ることが必要と思われる。

　（1）第2坑地並にみられる鉱床の西翼走向延長の鉱

況と第2坑富鉱体下部の傾斜延長の鉱況を見究めるこ

と，特に前者に関しでは地表からの物理探鉱が有効と考

える。

　（2）第3坑は第2坑からほ灯Om下部を探鉱してお

り・まも鷹く鉱体に達する位置にまで進んでいるが・こ

れによつてできるだけ早く第3坑鉱床下部の賦存状況を

確認することが肝要である。

　（3）新鉱床は露天掘りの行われている鉱床中では現

在最も有望な鉱床であり，、その南東部が井戸掘りある恥

は探鉱坑道内によって鉱床の連続が確かめられているの

で，．さらに本鉱床の南東部と最南部における傾斜延長の

連続性を把握するととが必要である。

　（4）　第4鉱床の粉鉱が紅がら用として使用されるよ

うになれげ，今後主要鉱床のプっとなるので，この分布

範囲を確かめるべぎであろう。

　（5）第5鉱床内の第5坑は調査当時南向け掘進中で『

喬るが，しぱらくは掘進を継続すべきであろう。

　（6）第1・第2・第6鉱床は残鉱を整理する程度の
もので，．これらに関しては多くを望み得ない。

II・大滝鉱山

1．鉱　区
鉱区番号：　胆振国採登　第165号
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鉱　種：
鉱業権者：

、

’匿］沖積層
　　函　火山灰砂含安山岩嫁

　　圖馳韻集士離ル謂

　　岡両概安山岩、
　　隠　　ガラス質両運石安山岩

　　（多幟失鉱鋤

　　ノ’断　層’

　　◎　探鉱井
第7図　大麗鉱山地形L；および地質図

鉄’　　　　　　　、
蛇田郡倶知安町南三西2／8

佐藤信二

2．位置および交遇

大滝鉱山は胆振国有珠郡大滝村（旧徳舜瞥村）字大滝

にあって，胆振線新大滝駅の東方直距5．5kmの海抜

550m附近に位置する。現場には三階滝を迂廻して，新

たに開繋された自動車道路に沿いほ父6．5km間を徒歩

で1時間半にして到達する。鉱石その他の輸送はトラッ

クによつている。

3．沿革および現況

本鉱山の開発はぎわめて新し≦，昭和18年に造材夫に

より偶然発見され，同年11月に現権者の所有となって19

年2月から企業にかかった。当時搬出道路の新設にはか

なりの困難を伴なつたが，一応数万tの出鉱をみてのち

に，休山のやむなきに至つた。その後昭和24年に僅か

の送鉱があつたが，再開の軌道にのったのは昭和25年か　　，

らで，同年にほ父1万4千t，同26年に1万8千t，最

近では月600～700’tを出鉱している。送鉱検収品位は

Fe49～53％であるが，調査当時は鉱況が悪く，いく分

品位の低下が免れないであろう。労務者20名でトラック

2台を有している。

4．地形および地質

本地域の南方には徳舜瞥山（1，309rb），ホロホロ山

（1，322）が餐え，これらを含む山陵はほ曵北北東一南南西

に走つており，北東方に白老岳（944m）がある。河川は

すべて上記山陵ば源を発して西流し，その大部分が三階

滝において合流し，さらに長流川に注いでいる。三階滝の

南東方2．5kmの鉱山現場附近までは比較的緩傾斜の丘・

陵地帯が続き，1特に鉱床の膝胎部においては旧湿地帯な

いし旧河床であったようで細長い凹地状をなしている。
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　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月報

　附近の地質ば主として安山岩・同質集塊岩あるいはこ

れの押し出し岩塊からなるが，このほかに区域外長流川

下流沿いには新第3紀層と思われる泥岩層・1凝灰岩層お

よび安山岩質集塊岩層がみられる。また区域の北方シラ

・オヒブエオサルベ川には含石英撒檀石玄武岩の露頭があ

り，三階滝附近は閃緑岩質花歯岩からなっている。これ

らのすべてを被覆して火山砂・浮石の薄層がみられ，下

流地区では段丘砂礫層の発達が著しい（第7図）。

　安山岩にはガラス質両輝石安山岩および両輝石安山岩

の
．

2種があって前者が古い。

　ガラス質両輝石安山岩は区域の北部に広範囲の分布を

示す熔岩流でときに集塊岩状をなす。や、孔隙を有する

・灰色堪に白色の斜長石斑晶がかな9めだつている・鏡下

においては斑晶として斜長石＞斜方輝石＞単斜輝石があ

り，石基は汚染されたガヲス質で，どきに磁鉄鉱あるい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　』は黄鉄鉱を散点している。

　両輝石安山岩はホロホロ山熔岩と思われるもので南方

・一帯に発達し，灰色～暗灰色で比較的堅硬緻密，板状節

理をもつている。鏡下に斑晶として斜長石≧単斜輝石＞　・

斜方輝石がみられ，石基は微析木状斜長石・ガラス質

物輝石のハイアロ⑳チッ購造蛎bセ即講
二鉄鉱を含んでいる。

（第7巻　第10号）

5．鉱床および鉱石

　本鉱山の褐鉄鉱鉱床は沈澱性のものであつて，旧湿地

および渓谷中に胚胎し，附近の地形とほ父で致したタト形

をとり，その傾斜は緩やかである。鉱体は南南西から北

北東に延びており，その延長約70m，幅10～50m芝厚さ

1～7mであるが，これを地形および鉱床の性質から上

流部と下流部に区別することができる。すなわ5その上

流寄りのものは往時の湿地あるいは凹地と考えられた所

に賦存し，その幅は広いが，厚さは薄く，下流部におい

ては幅は狭ぐなるがその厚さは急に加わって旧河谷の形

を表わしているb

　鉱床の下盤は上流部（上段）、ではかなりの厚さを有す

る粘土帯であるが，下流部（下段）では河底の砂礫かあ

るいは集塊岩状であつて多少の粘土化を伴なっている。

また上盤にっいては火山灰砂および浮石が上段鉱床の大

部を占め，下段鉱床では岩屑も、しくば安山岩塊を含む表

土となっている。第8図に断面による鉱床の地質状況を

表わしたが，鉱石の主要部は採掘し尽ざれており，調査

当時の採鉱現場においては鉱体の下部に近いようで，鉱

石中に旧河床の砂礫の含有が増加してきている。上段の

鉱床の代表的なものにっいてその地質状況は第9図の柱
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第9図・．地質一柱歌図

状図に示きれたが，この部の東側において鉱床は北北東

の走向で東に緩傾斜し，‘その厚さは⊥加前後であるがあ

る程度の拡がりが見込まれ，’また同・じくこの部の南西方

向に掘進した坑道および探鉱井によると3 鉱床の南西部、

において厚さは薄くなるが，さらに20mの延長が見込ま

れるようである。た§し“の南西部には火山灰・浮石・

岩礫等が多く含まれる傾向がある。

鉱石の大部分ば塊状鉱であるが，『ときに上段鉱床にお

けるように鉱石中に粉状鉱の薄層を挟むことがある。概

して褐色～暗褐色を呈するが，ところによっては赤褐色

部もあり，組織としては多孔質脆弱のものおよび堅硬質

緻密のものがある。またしばしば集塊質岩あるいは浮石

を交代して豆粒状ないしおこし状のものが存し，癬苔類

の印痕を留めていることも多く，ときには鉱体の比較的

上方部に葉片・茎等の印痕がかなり認められる。

上記のような鉱石を上・中・下鉱の3っに区別してみ

ると，上鉱は暗褐色～帯紫褐色を示し亜金属光沢を有

・し，堅硬質緻密な場合が多く，中鉱は褐色～黄褐色鈍光

沢をなし，多孔質もしくは集塊岩状・おこし状のものが

多く，下鉱は褐黄色・黄色脆弱でしばしば安山岩礫ある

いは火山灰砂等を含んでいる。

鉱床の生成は含鉄鉱泉の湧出後の交代作用を伴なって

沈積したもので，その沈積環境に吏配されて上段鉱床の

下盤は粘土が多く，下段鉱床では河床の砂礫を下盤とす一

る場合が多い。’

6．品位および鉱量
　鉱石品位は調査当時の切羽附近において獄Fe50％前

後に落ちており・鉱床の上下の位置または同一水準でも　、

場所によつてそめ品位に相当の開きをみせている。一般

に上鉱と思われる館石の鉄品位は54～駅％で，中鉱と称

すべきものでは50％前後であり，下鉱では不純物特にl

Sio、の含有がFeに逆比例して多くなる。すなわち
Sio，の量は上鉱では5％未満1中鉱では工0％前後，下
’
鉱
に おいてFe40％以下になるとsio、が20％を超すよ

うである。またSは鉱石の色によって多少の差異があっ

て，暗褐色塊状あるいは黄色粉状のものでは0．15％程

度，赤味を：増すと0．5～0。8％になるようであるb　IPは

常に0．Ol～0．10％の間にあると、盟われる。

　主要部から採取した試料による分析結果は次に示され

る通りである。

試料番号

Bl
B2
B3B4
B5
tB6
BI7
B8
B9B10
B1工
B12

．B13
B14

試料採取箇所

第一切羽
第二切羽
第1三切羽
上段東側第　 2　坑
第　 3　坑
上段東側
　　グ
第二切羽
　　グ

上段東側
　　ケ

5号橋の沢
　　〃

鉱石種類

褐　色　鉱
帯黄赤褐色鉱
集塊質褐色鉢
浮石質不良部

暗褐色鉱
浮石質褐一色鉱

黄色粉一鉱
暗褐色鉱
　　ケ
褐　色　鉱

暗褐色鉱
　　〃

採取厚
　（m）

2．00
4．00
3．00

’0．20

0．50

0．50
0．09
0．30

暗　褐・色　鉱一、0．80
砂　質　褐　色　鉱　　　　　0．20

Fe
（％）

51．39
50．77
51．96
24．88』

戸56．82

54。35
53．86
55．83

055．83

50．89

55．34
55．84

55．34
54．35

S102
（％）

6．80
11．68

7．79
39．65

2．27

5．43
3．68
4．30
1．20
8．69

4．94
1．70

2．61
5．39

S
（％）

9．70

0．168

0．126

P
（％）

0．061

0．070

0。035

　　　　　　　　　　　　（分析　伊藤　　聰・狛　武）　1
備考こA13，B・14は区域北部の小沢沿v・の鉱床の試料オ，その鉱床はその沢なPの延長50m，厚さ0．5～1．2

　　mを示し，幅は10mまでが確認されてv・るQ
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地・質調査所月報（第7巻第10号）

、本鉱由の鉱犀はた父一っで，しかもこの工卑所からす

でに10万tに近い出鉱を弦ている。最近ほとんど採掘し

尽された状態年あるが，品位を落せばなお1～2万隻の

残鉱は推定できる。調査当時の採鉱切羽の鉱石品位は上

表の通り平均Fe50～52％で，検収品位とほ父一致して

いる。上記の11個の試料の比重を調査地において測定し

た結果は1．59～2．20の問であつて，平均比重は1．84とな

つている。

　　　　　　　　7．結　　言

　大滝鉱山の褐鉄鉱鉱床はた寸一っの比較的大きな鉱

体であり，このため採鉱条件・にも恵まれ，昭和19年の操

業以来ぼ父4kmのトラック道路の開墾により急速に開

、■

発された。ところが最近では鉱床の大半が採掘し尽され

て将来に対するそれほどの望みはもてなくなったようで

ある。’すなわち残鉱として期待できるのは調査当時の切’

羽附近の下部と上段鉱床の東側および南西部の坑道附近

である。今後の探鉱も結局この部分に注がねばならない

が，いずれも井戸掘りによってその鉱況がかなり明らか

にされているし，本鉱床に関する限りもはや積極的な探

鉱を必要としないであろう。，なお本区域の北部にあたる

5号橋の沢にある鉱床は確認延長50m，、幅5～10mの水

平に近い層状鉱床で，厚さは1m前後であり，品位も良

いので比較的期待がもてるものと考えられる。

　　　　　　　　　　　（昭和27年7月調査）
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